
市民委員会資料 ② 
 

２ 所管事務の調査（報告） 

（１）平成２５年度保育所入所状況等について 

資料   平成２５年４月 保育所利用申請・入所待機状況 

参考資料 今後の認可保育所の運営開始（定員増）予定について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民・こども局こども本部 

（平成２５年５月３０日） 



　平成25年4月 保育所利用申請・入所待機状況

（4月1日現在 単位：人）

平成25年4月 平成24年4月 平成23年4月

22,164 20,725 19,241

前年との比較 1,439 1,484 1,209

19,399 18,074 16,630

前年との比較 1,325 1,444 1,195

2,765 2,651 2,611

前年との比較 114 40 14

1,341 1,274 1,084

前年との比較 67 190 114

認定保育園対応児童数 558 514 395

家庭保育福祉員対応児童数 62 67 29

おなかま保育室対応児童数 323 308 350

かわさき保育室対応児童数 280 278 237

一時保育対応児童数 118 107 73

産休・育休中の申請者数（E） 508 388 381

第１希望のみ等の申請者数（F） 439 374 295

39 － －

438 615 851

前年との比較 ▲ 177 ▲ 236 ▲ 225

【参考】

●就学前児童数と人口

80,909 80,547 80,380

前年との比較 362 167 368

1,423,680 1,417,486 1,411,891

前年との比較 6,194 5,595 7,359

区分

利用申請者数（Ａ）

入所児童数（Ｂ）

入所していない児童数
（Ａ）－（Ｂ）＝（Ｃ）

市の保育施策で対応している児童数
等（D）

待機児童数
（Ｃ）－（Ｄ）－（Ｅ）－（F）－（Ｇ）

就学前児童数

人　　　　口

主に自宅で求職活動を行う申請者数（Ｇ）
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平成２５年４月 保育所の入所状況等について 

（平成２５年４月１日現在） 

本市では、平成２３年３月に策定した「第２期 川崎市保育基本計画」に基づき、保育需要への適

切な対応に向け、平成２３年度以降の３年間で４，０００人を超える認可保育所の定員枠の拡大を図

ることとし、保育所整備を進めております。 

保育所の利用申請をした児童は、平成２５年４月付けで、２２，１６４人となっており、このうち

保育所には、１９,３９９人が入所しました。 

したがって、保育所に入所していない児童は２，７６５人となりますが、このうち、本市独自の保

育施策（認定保育園、おなかま保育室、かわさき保育室、家庭保育福祉員、一時保育）で対応した児

童は１，３４１人、４月時点で産休・育休中の申請者が５０８人、第１希望のみ等の申請者が４３９

人、主に自宅で求職活動等を行う申請者が３９人となっておりますので、待機児童数は、４３８人と

なっております。 

 

１ 保育所整備実績と定員増実績（平成 25 年 4 月現在） 

○ 「保育緊急５か年計画（改訂版）」に基づき、平成２１年度以降は、新設の保育所整備等により毎

年８００人を超える定員増を図っており、さらに、高まる保育需要に対応するため、平成２３年

３月には「第２期  川崎市保育基本計画」を策定し、平成２５年４月においては前年より 

１，５０５人の定員増を図っている。 

○ 最近の３年間では、４，３２０人の定員増を図っている。 

（表１） 

 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 

保育所数（各年4月現在） 161 か所 180 か所 203 か所 221 か所 

保育所数対前年比（増） ＋17 か所 ＋19 か所 ＋23 か所 ＋18 か所 

保育所定員 14,675 人 15,905 人 17,490 人 18,995 人 

定員数対前年比（増） 
＋1,070 人 

（+7.86%） 

＋1,230 人 

（+8.38%） 

＋1,585 人 

（+9.97%） 

＋1,505 人 

（+8.60%） 

 

２ 保育所申請者数の状況 

○ 就学前児童数は、市内人口の増加に伴い増加している。 

○ 平成２５年４月の保育所利用申請者数は２２，１６４人である。保育所利用申請者数は、 

平成２２年度以降は大幅な増加傾向にあり、平成２５年度は前年比１，４３９人増加した。 

○ 保育所申請率は年々増加してきており、平成２５年度では２７．３９％となっている。 

                                         （表２） 

 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 

就学前児童数 （A） 80,012 人 80,380 人 80,547 人 80,909 人 

保育所利用申請者数（B） 18,032 人 19,241 人 20,725 人 22,164 人 

保育所申請率 （B／A） 22.54% 23.94% 25.73% 27.39% 

利用申請者数 

対前年比（増） 

＋1,648 人 

（+10.06%） 
＋1,209 人 

（+6.70%） 

＋1,484 人 

（+7.71%） 

＋1,439 人 

（+6.94%） 
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３ 保育所入所児童数の状況 

○ 保育所入所児童数は、新設の保育所整備等により定員を１８，９９５人に増やしたこと、さらに

定員を超えた受け入れ等を実施したことにより１９，３９９人となっている。 

○ 最近の３年間では、３，９６４人の増となっている。 

（表３－１） 

 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 

保育所入所児童数（C） 15,435 人 16,630 人 18,074 人 19,399 人 

保育所入所児童数 

対前年比（増） 

＋1,005 人 

（+6.96%） 

＋1,195 人 

（7.74%） 

＋1,444 人 

（8.68%） 

＋1,325 人 

（7.33%） 

 
（１）保育所入所児童数の年齢別の状況 

○ 保育所入所児童の年齢別の状況としては、０歳児１，４０４人、１歳児３，２８８人、 

２歳児３，７１２人、３歳児３，８１５人、４歳児３，７０５人、５歳児３，４７５人となって

いる。 

（表３－２） 

 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 合計 

H25 保育所入所児童数

(A) ((A)/(B)%) 

1,404 人 

(10.11%)

3,288 人 

(23.68%) 

3,712 人 

(26.91%)

3,815 人 

(28.85%)

3,705 人 

(28.16%) 

3,475 人 

(26.81%)

19,399 人

(23.98%)

H24 保育所入所児童数

(A) ((A)/(B)%) 

1,332 人

(9.61%) 

3,058 人 

(21.77%) 

3,379 人 

(24.96%) 

3,568 人

(26.73%) 

3,436 人 

(26.26%) 

3,301 人

(26.05%)

18,074 人

(22.44%) 

H23 保育所入所児童数

(A) ((A)/(B)%) 

1,283 人

(9.09%) 

2,695 人 

(19.34%) 

3,075 人 

(22.22%)

3,330 人

(24.90%)

3,267 人 

(25.44%) 

2,980 人

(24.28%)

16,630 人

(20.69%)

(参考)        

H25 就学前児童数 

(B)（比率） 

13,886 人

(17.16%)

13,887 人 

(17.16%) 

13,793 人

(17.05%)

13,224人

(16.35%)

13,157 人 

(16.26%) 

12,962 人

(16.02%)

80,909 人

(100%) 

H24 就学前児童数 

(B)（比率） 

13,857 人 

(17.20%) 

14,048 人 

(17.44%) 

13,539 人

(16.81%) 

13,347人

(16.57%) 

13,085 人 

(16.25%) 

12,671 人

(15.73%) 

80,547 人 

(100%) 

H23 就学前児童数 

(B)（比率） 

14,120 人

(17.57%)

13,935 人 

(17.34%) 

13,837 人

(17.21%)

13,376人

(16.64%)

12,840 人 

(15.97%) 

12,272 人

(15.27%)

80,380 人

(100%) 

 

（参考）【平成２５年４月新規開設園の児童入所状況】 

 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 合計 

認可保育所[60 人以上定員] 

(計 20か所：定員計 1,790 人） 
116人 326 人 335 人 276 人 214人 146人 1,413 人

小規模認可保育所[60人未満定

員](計 2 か所:定員計 70人) 
 12 人 14 人 11 人 6 人 2 人 45 人 

 計 

(計 22か所：定員計 1,860 人) 
116人 338 人 349 人 287 人 220人 148人 1,458 人
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（２）保育所入所児童数の区別の状況 

○ 保育所入所児童数を行政区別にみると、川崎区２，７１４人、幸区２，３４８人、 

中原区３，６４２人、高津区３，２２９人、宮前区２，７３９人、多摩区２，９０１人、 

麻生区１，８２６人となっている。 

（表３－３） 

区 名 
就学前児童数 

(比率)(A) 

保育所入所児

童数(比率)(B)

入所児童割合

(B)/(A)% 

 

保育所数 定員数 

川 崎 区 
11,060 人 

(13.67%) 

2,714 人 

(13.99%) 
24.54% 31 2,695 

幸 区 
9,375 人 

(11.59%) 

2,348 人 

(12.10%) 
25.05% 24 2,150 

中 原 区 
13,823 人 

(17.09%) 

3,642 人 

(18.78%) 
26.35% 52 4,080 

高 津 区 
13,040 人 

(16.12%) 

3,229 人 

(16.65%) 
24.76% 37 2,985 

宮 前 区 
13,629 人 

(16.84%) 

2,739 人 

(14.12%) 
20.10% 26 2,400 

多 摩 区 
10,456 人 

(12.92%) 

2,901 人 

(14.95%) 
27.74% 34 3,045 

麻 生 区 
9,526 人 

(11.77%) 

1,826 人 

(9.41%) 
19.17% 17 1,640 

 計 
80,909 人 

(100%) 

19,399 人 

(100%) 
23.98% 221 18,995 

※ 保育所入所児童数は、各区在住児童の市内・市外認可保育所への入所者数です。 

 

４ 本市の保育施策で対応している児童数等の状況 

○ 本市の保育施策で対応している児童数は１，３４１人（前年比６７人増）となっている。 

（表４－１） 

保育施策対応児童数 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度

(1)認定保育園 394 人 395 人 514 人 558 人 

(2)家庭保育福祉員 26 人 29 人 67 人 62 人 

(3)おなかま保育室 333 人 350 人 308 人 323 人 

(4)かわさき保育室 217 人 237 人 278 人 280 人 

(5)一時保育 － 73 人 107 人 118 人 

市の保育施策で対応してい

る児童数の小計 

（1)+(2)+(3)+(4)+(5) 

970 人 1,084 人 1,274 人 1,341 人 

対応している児童数 

対前年比（人数） 
＋217 人 ＋114 人 ＋190 人 ＋67 人 

 

 

-4-



○ 利用申請者数のうち平成２５年４月１日現在で、産休・育休中の申請者数の推移と第１希望のみ

等の申請者数、主に自宅で求職活動を行う申請者数は次のようになっている。 

（表４－２） 

その他の項目 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度

(6)産休・育休中の 

申請者数 
252 人 381 人 388 人 508 人 

(7)第 1 希望のみ等の 

申請者数 
299 人 295 人 374 人 439 人 

(8)主に自宅で求職活動

を行う申請者数 
－ － － 39 人 

 

本市の保育施策で対応

している児童数等 

=（1)+(2)+(3)+(4)+(5） 

+(6)+(7)+(8) 

1,521 人 1,760 人 2,036 人 2,327 人 

５ 待機児童数の状況 

○ 「保育所利用申請者数」から「保育所入所児童数」を除いた「入所していない児童数」から「本

市の保育施策で対応している児童数等」を除外した人数である「待機児童数」は、平成２５年 

４月現在 ４３８人（前年比１７７人減）となった。 

（表５－１） 

 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 

就学前児童数（A） 80,012 人 80,380 人 80,547 人 80,909 人 

保育所利用申請者数 

（B） 
18,032 人 19,241 人 20,725 人 22,164 人 

保育所入所児童数（C） 15,435 人 16,630 人 18,074 人 19,399 人 

入所していない児童数 

（B）-（C）=（D） 
2,597 人 2,611 人 2,651 人 2,765 人 

本市の保育施策で対応

している児童数等（E） 
1,521 人 1,760 人 2,036 人 2,327 人 

待機児童数(F) 

(D) - (E) =（F） 
1,076 人 851 人 615 人 438 人 

対前年比（人数） ＋363 人 ▲225 人 ▲236 人 ▲177 人 

参考)就学前児童に対する割合 

保育所利用申請割合 

(B)/(A) 
22.54% 23.94% 25.73% 27.39% 

保育所入所児童割合 

(C)/(A) 
19.29% 20.69% 22.44% 23.98% 

待機児童の割合 

(F)/(A) 
1.34% 1.06% 0.76% 0.54% 
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（１）待機児童数の区別の状況 

○ 待機児童数を行政区別にみると、川崎区６４人（前年９１人）、幸区６３人（前年１０２人）、中

原区６０人（前年７８人）、高津区５８人（前年９９人）、宮前区９７人（前年１１３人）、多摩区

５３人（前年７０人）、麻生区４３人（前年６２人）となっている。 

（表５－２） 

区 名 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度

川 崎 区 149 人 94 人 91 人 64 人 

幸 区 163 人 118 人 102 人 63 人 

中 原 区 182 人 160 人 78 人 60 人 

高 津 区 173 人 151 人 99 人 58 人 

宮 前 区 150 人 162 人 113 人 97 人 

多 摩 区 188 人 106 人 70 人 53 人 

麻 生 区 71 人 60 人 62 人 43 人 

計 1,076 人 851 人 615 人 438 人 

 

（２）待機児童数の年齢毎の状況 

○ 待機児童数の年齢毎の状況は、１歳児が１９４人（前年２８７人）と最も多くなっている。育児

休業制度が充実し、育休明けの１歳児の入所申請が多くなっていることが影響している。 

（表５－３） 

区 名 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 合計 

川 崎 区 14 人 25 人 19 人 1 人 1 人 4 人 64 人 

幸 区 17 人 27 人 13 人 4 人 1 人 1 人 63 人 

中 原 区 20 人 31 人 7 人 2 人 0 人 0 人 60 人 

高 津 区 15 人 21 人 16 人 4 人 2 人 0 人 58 人 

宮 前 区 17 人 42 人 27 人 9 人 1 人 1 人 97 人 

多 摩 区 11 人 21 人 13 人 4 人 4 人 0 人 53 人 

麻 生 区 7 人 27 人 5 人 3 人 1 人 0 人 43 人 

計 

（比率） 

101 人 

(23.06%) 

194 人 

(44.29%)

100 人 

(22.83%)

27 人 

(6.17%)

10 人 

(2.28%) 

6 人 

(1.37%) 

438 人 

(100%)

(参考)        

24年度全市合計 

（比率） 

98 人 

(15.94%) 

287 人 

(46.67%)

139 人 

(22.60%)

63 人 

(10.24%)

23 人 

(3.74%) 

5 人 

(0.81%) 

615 人 

(100%)

23年度全市合計 

（比率） 

157 人 

(18.45%) 

329 人 

(38.66%)

234 人 

(27.50%)

96 人 

(11.28%)

23 人 

(2.70%) 

12 人 

(1.41%) 

851 人 

(100%) 
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（３）待機児童数の入所選考基準ランク毎の状況（9 頁「保育所入所選考基準（概要版）」参照） 

○ 保育所入所選考基準におけるランクは、入所要件が高い順にＡＢＣＤＥとなっているが、 

待機児童数のランク毎の状況として、Ａランク（３３．５６％）、Ｂランク（１３．７０％）、 

Ｃランク（１４．１５％）、Ｄランク（１１．１９％）、Ｅランク（２７．４０％）となっている。 

（表５－４） 

区 名 Ａランク Ｂランク Ｃランク Ｄランク Ｅランク 合計 

川 崎 区 15 人 12 人 9 人 9 人 19 人 64 人 

幸 区 29 人 6 人 11 人 8 人 9 人 63 人 

中 原 区 33 人 5 人 4 人 5 人 13 人 60 人 

高 津 区 15 人 7 人 12 人 6 人 18 人 58 人 

宮 前 区 20 人 13 人 8 人 15 人 41 人 97 人 

多 摩 区 21 人 9 人 8 人 5 人 10 人 53 人 

麻 生 区 14 人 8 人 10 人 1 人 10 人 43 人 

計 

（比率） 

147 人 

(33.56%)

60 人 

(13.70%)

62 人 

(14.15%)

49 人 

(11.19%)

120 人 

(27.40%)

438 人 

(100%) 

（参考）       

24 年度全市合計

（比率） 

119 人 

(19.35%)

71 人 

(11.54%)

65 人 

(10.57%)

71 人 

(11.54%)

289 人 

(47.00%)

615 人 

(100%) 

23 年度全市合計

（比率） 

202 人 

(23.74%)

124 人 

(14.57%)

108 人 

(12.69%)

95 人 

(11.16%)

322 人 

(37.84%)

851 人 

(100%) 

 

（４）待機児童数の年齢/入所選考基準ランク毎の状況（9頁「保育所入所選考基準（概要版）」参照） 

○ 年齢毎及び保育所入所選考基準におけるランク毎の状況としては、１歳児の A ランク及び E ラン

クに待機児童が多い状況となっている。 

（表５－５） 
ランク ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 合計 

Ａランク 39 人 71 人 23 人 10 人 3 人 1 人 
147 人 

(33.56%)

Ｂランク 15 人 27 人 18 人 0 人 0 人 0 人 
60 人 

(13.70%)

Ｃランク 7 人 23 人 19 人 6 人 4 人 3 人 
62 人 

(14.15%)

Ｄランク 13 人 20 人 13 人 1 人 2 人 0 人 
49 人 

(11.19%)

Ｅランク 27 人 53 人 27 人 10 人 1 人 2 人 
120 人 

(27.40%)

計 

（比率） 

101 人 

(23.06%)

194 人 

(44.29%) 

100 人 

(22.83%)

27 人 

(6.17%) 

10 人 

(2.28%) 

6 人 

(1.37%)

438 人 

(100%) 
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 （厚生労働省）
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保育所入所選考基準（概要版） 

１ 保護者が就労を要件とする場合              平成 25年 4 月 

ランク 細目 

A 
居宅外労働 

・月 20 日以上、1 日実働 7 時間以上就労 
自営業（中心者） 

B 

居宅外労働 ・月 20 日以上、1 日実働 5 時間以上 7時間未満就労 

・月 16 日以上 20 日未満、1 日実働 7 時間以上就労 
自営業 

（中心者）

（協力者） ・月 20 日以上、1 日実働 7 時間以上就労 

C 

居宅外労働 ・月 20 日以上、1 日実働 4 時間以上 5時間未満就労 

・月 16 日以上 20 日未満、1 日実働 4 時間以上 7時間未満就労 

自営業 

（中心者）

（協力者）
・月 20 日以上、1 日実働 5 時間以上 7時間未満就労 

・月 16 日以上 20 日未満、1 日実働 7 時間以上就労 

D 

居宅外労働 
・就労先確定 

自営業 

（中心者）

（協力者）
・月 20 日以上、1 日実働 4 時間以上 5時間未満就労 

・月 16 日以上 20 日未満、1 日実働 4 時間以上 7時間未満就労 

E 

居宅外労働 
・求職のため昼間外出することを常態としている場合 

自営業 
（中心者）

（協力者） 就労先確定（求職活動より上位とする。） 

２ 保護者が就労以外を要件とする場合 

ランク 細目 

A 
・疾病・負傷により常時臥床又は 1ヶ月以上の入院 

・重度の心身障害 

B ・疾病・負傷の治療や療養のため 1ヶ月以上の自宅での安静加療を指示されている場合 

C 

・慢性疾患・長期疾病のため病床で過ごさないが、1 ヶ月以上自宅での療養を指示されてい

る場合 

・出産予定日の約 2 ヶ月前から出産後 2ヶ月程度までの間で、分娩・休養のため保育に当た

ることができない場合 

A～C

・介護に要する日数及び時間をもとに、就労要件の細目を準用する。 

・通院・通所に要する時間を含め介護に要する日数及び時間をもとに、就労要件の細目を準

用する。 

・災害の状況、復旧に要する日数及び時間等をもとに、就労要件の細目を準用する。 

A～D

・卒業後就労を目的とし、職業訓練校や大学等へ通学する場合、通学時間を除き、保育に当

たることができない日数及び時間等をもとに、就労要件の細目を準用する。 

・自立の促進が認められるひとり親世帯については、就労先が確定した場合は、その就労条

件により就労要件の細目を準用する。 

A～E
・その他児童福祉の観点から保育の実施が必要と認められる場合 

例）夜間に労働に従事し、昼間に睡眠又は休養をとることを常態としている場合 

児童を養育する能力に著しく欠如している場合 
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保育所名 設置・運営法人 定員増 一時保育 保育所名（仮称）

1
小学館アカデミーかしまだ保育園
（幸区鹿島田１丁目）
【市有地貸与型】

㈱小学館集英社プロダクション 90 － 1 民間事業者活用型（６０名）１１か所

90 0 2 民間事業者活用型（３０名）３か所

保育所名（仮称） 設置・運営法人 定員増 一時保育 保育所名（仮称）

1
（仮称）アスク新百合ヶ丘保育園
（麻生区古沢）
【民間事業者活用型】

㈱日本保育サービス 60 － 1
観音１丁目地内保育所
[観音町保育園民営化]

60 0 2
上小田中1丁目地内保育所
[上小田中保育園民営化]

3
子母口地内保育所
[子母口保育園民営化]

4
有馬1丁目地内保育所
[西有馬保育園民営化]

（鉄道事業者活用型・民有地活用型） 5
三田１丁目地内保育所
[三田保育園民営化]

保育所名（仮称） 設置・運営法人 定員増 一時保育

1
市ノ坪周辺保育所
（中原区市ノ坪）
【鉄道事業者活用型】 ＪＲ東海

調整中 60 －

2
武蔵新城駅周辺保育所
（高津区新作５丁目）
【鉄道事業者活用型】 ＪＲ東日本

調整中 70 －

3
上麻生７丁目地内保育所
（麻生区上麻生７丁目）
【民有地活用型】

（社会福祉法人設立予定） 90 ●

4
千代ヶ丘１丁目地内保育所
（麻生区千代ヶ丘１丁目）
【民有地活用型】

（福）セイワ 60 －

280 1

（民有地借上型）

保育所名（仮称） 設置・運営法人 定員増 一時保育 平成２３年度

1
小倉４丁目地内保育所
（幸区小倉４丁目）
【民有地借上型】

（福）幸友会 60 － 1,415

60 0 1,585

25

３　【平成２６年４月開設予定】　定員増１，１７０人

運営開始（定員増）予定の合計（１～３の合計）

※小学館アカデミーかしまだ保育園は、平成２７年４月の新園開設まで市の仮設園舎跡を使用
して運営

計

（福）寿会

（福）かしのみ福祉会

25

10

10

計

計

計

合　　　計

設置・運営法人

選定中

（福）神奈川民間保育園協会

※浜町２丁目地内保育所（川崎愛泉保育園改築・定員10人増）は平成２６年８月開設予定のた
め、合計にその数は含まない。

今後の認可保育所の運営開始（定員増）予定について

１　【平成２５年５月開設】　定員増９０人

２　【平成２５年６月開設予定】　定員増６０人

設置・運営法人

（福）神奈川県社会福祉事業団

（福）けいわ会

（民間事業者活用型）

（公立保育所の民営化）

定員増

計

平成２３年度～平成２５年度“３か年の施策目標”の達成見込み

第２期川崎市保育基本計画による整備計画  （人）

整備実績（平成２５年度は予定）　　（人）

計

4,410

一時保育

－

－

0

90

750

660

10

80

一時保育

－

●

●

●

●

4

定員増

1,320
（人）

５
（か所）

平成２４年度

1,435

1,505

平成２５年度

1,270

1,320

合　　計

4,120

参考資料


